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平
成
二
十
八
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で

　

退
職
報
償
金
は
、
退
職
し
た
消
防
団
員

の
多
年
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
市
町
村

が
支
給
す
る
功
労
金
と
し
て
創
設
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
ま
す
が
、そ
の
支
給
基
準
は
、

「
市(

町
村)

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給

に
関
す
る
条
例(

例)

」に
よ
る
と
、
階
級

及
び
勤
務
年
数
に
応
じ
て
支
給
と
な
り
、

勤
務
年
数
は
、五
年
ご
と
に
区
分
さ
れ
、最

高
は
三
〇
年
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

定
年
制
の
延
長
、

年
金
支
給
年
齢
の

引
き
上
げ
等
の
社

会
経
済
情
勢
に
対

応
す
る
た
め
、
勤

務
年
数
三
五
年
以

上
を
新
設
す
る
よ

う
要
望
い
た
し
ま

す
。

■
主
な
各
県
の
意
見
等

　

【
山
形
県
】

　

山
形
県
消
防
協
会
定
例
表
彰
に
お
い
て

前
年
度
決
議
事
項
の
処
理
報
告

前
年
度
決
議
事
項
の
処
理
報
告

　

平
成
二
八
年
度
東
北
地
区
消
防
連
絡
協

議
会
は
七
月
二
六
日（
火
）、「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
」を
会
場
に
、東
北
地
区

七
県（
新
潟
県
を
含
む
）の
消
防
協
会
か
ら

会
長
、副
会
長
、事
務
局
員
ら
五
五
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。秋
田
県
消
防

協
会
か
ら
は
正
副
会
長
の
ほ
か
、
開
催
県

と
し
て
各
理
事
、
監
事
な
ど
一
八
名
が
出

席
し
ま
し
た
。ま
た
来
賓
と
し
て
佐
々
木

秋
田
県
危
機
管
理
監
、
穂
積
秋
田
市
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
前
年
度
決
議
事
項

に
つ
い
て
福
島
県
消
防
協
会
か
ら
処
理
報

告
が
行
わ
れ
た
後
、議
事
に
入
り
、各
県
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て

熱
心
に
協
議
さ
れ
、「
退
職
報
償
金
支
給
基

準
の
勤
務
年
数
の
三
五
年
以
上
の
新
設
に

つ
い
て
」、「
消
防
団
の
水
防
活
動
に
係
る

消
防
関
係
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
」
そ
れ

ぞ
れ
関
係
機
関
に
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。ま
た
、本
協
議
会
は
来
年
度
青
森
県

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

一　

退
職
報
償
金
支
給
基
準
の
勤
務

　

年
数
の
三
五
年
以
上
の
新
設
に
つ

　

い
て　
　
　
　
　
　

《
岩
手
県
》

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と

　
　
　
　

水
防
活
動
予
算
の
確
保
を
決
議

〔
福
島
県
消
防
協
会 

報
告
〕

　

平
成
二
七
年
九
月
九
日
、決
議
事
項（
平

成
三
〇
年
度
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
前

倒
し
開
催
）に
つ
い
て
公
益
財
団
法
人
日
本

消
防
協
会
に
対
し
て

要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二

八
年
三
月
七
日
に
開

催
さ
れ
た
同
協
会
の

消
防
団
員
確
保
対
策

等
委
員
会
に
お
い
て

次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

□
平
成
三
〇
年
度　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

  

（
従
来
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
お
り
）

□
平
成
三
一
年
度　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
（
従
来
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
一
年
前
倒
し
）

　

※
青
森
県
に
お
い
て
開
催

□
平
成
三
二
年
度　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　
（
従
来
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
一
年
先
送
り
）

　

平
成
三
三
年
度
以
降
の
開
催
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
従
来
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

戻
り
ま
す
。

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

　
　
　
　
　

青
森
県
招
致
に
つ
い
て

要
望
事
項

要
望
事
項
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「
永
年
勤
続
章
」受

章
者
の
う
ち
五
〇

年（
二
名
）、
四
五

年（
三
名
）、
四
〇

年（
二
五
名
）、
三

五
年(

五
八
名)

お
り
、
退
職
報
償

金
支
給
基
準
の
勤

務
年
数
三
五
年
以

上
の
新
設
は
必
要

と
考
え
ま
す
。

　

【
福
島
県
】

　

地
域
防
災
力
充
実
強
化
法
の
制
定
を
受

け
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
以
降
に
退
職

し
た
場
合
に
は
、
支
払
額
が
一
律
五
万
円

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
政
令
が
改
正
さ
れ
た

も
の
の
、
平
成
二
五
年
度
に
要
望
し
た

「
勤
続
年
数
に
お
け
る
改
正
」
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
要
望
す
る
こ

と
に
賛
同
い
た
し
ま
す
。

　

【
新
潟
県
】

　

本
県
の
経
験
年
数
三
〇
年
以
上
の
消
防

団
員
数
は
、八
四
九
人(

平
成
二
七
年
一
〇

月
一
日
現
在)

、三
五

年
以
上
の
団
員
数
は

一
八
三
人
（
平
成
二

八
年
四
月
一
日
現
在)

で
あ
り
、
経
験
年
数

三
〇
年
以
上
の
者
の

う
ち
約
二
〇
％
を
占

め
て
い
る
。

　

但
し
、
全
団
員
の

中
で
は
約
〇
・
五
％

で
あ
る
が
今
後
は
定
年
制
の
延
長
で
割
合

が
大
き
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
二
〇
代
で
消
防
団
員
に
な
れ
ば
三
五

年
経
験
の
可
能
性
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
趣
旨
に
賛
同
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
水
防
活
動
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
活
動
の
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
、

多
く
の
水
防
団
に
お
い
て
、
そ
の
活
動
比

率
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
に
見
合

う
装
備
等
が
十
分
に
支
給
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
水
防
業
務
を
所
管
す
る
国

土
交
通
省
に
は
、
活
動
相
応
の
予
算
措
置

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
「
地
域
防
災

力
充
実
強
化
法
」
の
制
定
を
契
機
に
、
消

防
団
に
対
す
る
な
お
一
層
の
支
援
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
水
防
活
動
に
係
る
消
防
関

係
予
算
の
確
保
の
た
め
、
日
本
消
防
協
会

に
対
し
、
消
防
団
を
所
管
す
る
総
務
省
消

防
庁
と
国
土
交
通
省
と
の
調
整
を
図
る
よ

う
要
望
し
た
い
。

■
主
な
各
県
の
意
見
等

　

【
秋
田
県
】

　

最
近
の
気
候
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
長
雨

な
ど
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
河
川
の

氾
濫
な
ど
に
対
応
す
る
水
防
活
動
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も

消
防
団
が
水
防
団
を

兼
務
し
て
水
防
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
減

少
傾
向
に
あ
る
消
防

団
員
が
、
憂
い
な
く

安
全
で
充
分
な
水
防

活
動
が
で
き
る
体
制

を
整
え
る
た
め
、
消

防
予
算
確
保
に
つ
い

て
関
係
機
関
へ
働
き

か
け
る
こ
と
に
賛
同

い
た
し
ま
す
。

　

【
青
森
県
】

　

要
望
す
る
こ
と
に

異
論
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

【
岩
手
県
】

　

賛
同
致
し
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
二
五
年
一
二
月
、
議
員
立

法
に
よ
り
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
が

制
定
、
平
成
二
六
年
二
月
、
「
消
防
団
の

装
備
の
基
準
」
が
改
正
、
装
備
、
資
機
材

等
の
充
実
が
図
ら
れ
、
地
方
交
付
税
措
置

額
が
標
準
団
体(

人
口
一
〇
万
人)

当
た

り
、
約
一
，
〇
〇
〇
万
円
か
ら
平
成
二
六

年
度
に
約
一
，
六
〇
〇
万
円
、
平
成
二
七

年
度
に
約
一
，
六
八
〇
万
円
へ
拡
充
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
交
付
税
措
置

額
の
拡
充
や
国
庫
補
助
制
度
へ
の
復
活
な

ど
本
来
の
消
防
関
係
予
算
の
確
保
等
も
要

望
致
し
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

関
係
法
律
が
違
う

こ
と
か
ら
、
消
防
団

員
と
水
防
団
員
の
取

扱
い
が
異
な
り
、
様

々
な
疑
問
が
生
じ
て

い
ま
す
の
で
、
各
県

の
状
況
を
お
聞
か
せ

願
い
ま
す
。

　

提
案
理
由
を
説
明
し
た
後
、
フ
リ
ー
ト

ー
ク
形
式
で
各
県
か
ら
意
見
を
伺
っ
た
。

　

平
成
二
七
年
度
全
国
消
防
職
員
意
見
発

表
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
大
曲
仙
北

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
の
新
田
理

沙
消
防
士
が
発
表
内
容
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金

◯
消
防
団
員
の
安
全
管
理

　
　

Ｓ 

― 

Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
員　

日
野
進
氏

◯
消
防
団
員
の
公
務
災
害
補
償

    

災
害
補
償
課
長　
　

佐
藤
郁
夫
氏

二　

公
務
活
動
中
に
死
亡
し
た
消
防

　

団
員
が
公
務
認
定
さ
れ
な
か
っ
た

　

場
合
の
補
償
に
つ
い
て
《
秋
田
県
》

一　

水
防
団
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
宮
城
県
》

二　

消
防
団
の
水
防
活
動
に
係
る

　

消
防
関
係
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
福
島
県
》

協
議
事
項

協
議
事
項

消
防
職
員
意
見
発
表

消
防
職
員
意
見
発
表

消
防
団
員
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー

消
防
団
員
安
全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
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「
地
域
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
員
と
し
て
」

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
、
二
五

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

と
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
員
と
し
て
の
自

分
の
目
標
を
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
消
防
団
に
入
団
し
た
と
き
は
、

正
直
言
っ
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
全

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。右
も
左
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
の
が
操
法
訓
練
で
し
た
。週
に

三
回
消
防
署
員
の
方
々
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
果
た
し
て
何
の
た
め
に
な
る
の

か
、当
時
は
疑
問
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

大
会
が
終
わ
り
少
し
た
っ
て
か
ら
、
火

災
が
発
生
し
初
め
て
火
災
現
場
へ
出
動
し

ま
し
た
。
火
災
現
場
で
消
防
署
員
の
方
々

の
指
示
で
消
火
活
動
を
実
際
行
っ
た
と
き

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(一)

第12回

小
林　

雅
丈

・
八
峰
町
消
防
団

　

班
長

・
勤
続
二
五
年

・
会
社
員

伊
藤
由
香
里

・
潟
上
市
消
防
団

　

部
長

・
勤
続
一
三
年

・
会
社
員

は
、
火
の
側
で
火
災
は
恐
ろ
し
い
と
思
い

な
が
ら
消
火
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
訓
練
で
練
習
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
は
そ
の
時
の
思
い
を

忘
れ
ず
に
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
訓

練
や
予
防
策
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
予
防
策
と
し
て
、
私
は
消
防
団
員
と

し
て
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
そ
の
他

防
災
に
関
す
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
空
き
家
や
独
り
暮
ら
し

の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

私
は
地
域
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
防
災
に
関
す
る
こ
と
を
お
互
い
声

か
け
し
な
が
ら
、
今
後
も
消
防
活
動
を
続

け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
ま
だ
ま
だ
防
災
に
関
す
る
知
識

は
決
し
て
十
分
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
く
上

で
、
消
防
署
員
の
方
々
や
関
係
機
関
の
ご

指
導
の
も
と
、
一
層
勉
強
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

最
後
に
、
本
日
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

「
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
」

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
、
今
か

ら
一
三
年
前
の
平
成
一
五
年
の
時
、
潟
上

市
が
合
併
す
る
前
の
旧
飯
田
川
町
の
時
で

し
た
。
当
時
は
「
消
防
団
員
は
男
が
や
る

も
の
」
と
誰
も
が
思
っ
て
い
た
し
、
女
性

が
火
災
現
場
に
行
っ
て
火
を
消
す
な
ん
て

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

然
私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
な
ぜ
消
防
団
に
入
団
し
た
か
と
言

え
ば
、
丁
度
入
団
す
る
前
に
夜
中
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
男
性
消
防
団
員
は
直

ぐ
駆
け
付
け
よ
う
と
消
防
小
屋
に
行
き
、

い
ざ
積
載
車
で
行
く
ぞ
っ
て
い
う
時
に
み

ん
な
が
酒
を
飲
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
い

く
ら
消
防
団
員
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
暗

く
な
れ
ば
晩
酌
す
る
方
が
多
い
と
思
う

し
、
大
昔
は
飲
ん
で
か
ら
運
転
し
て
も
多

め
に
見
て
も
ら
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
最
近
で
は
絶
対
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、役
場
か
ら
の

指
導
も
あ
り
「
団
員
の
家
族
の
人
を
緊
急

時
の
運
転
手
と
し
て
入
団
さ
せ
る
」
と
い

う
話
の
中
で
、
た
ま
た
ま
う
ち
の
旦
那
も

消
防
団
員
だ
っ
た
た
め
、
私
に
声
が
か
か

っ
た
の
で
す
。当
然
誘
い
文
句
は「
何
か
あ

っ
た
時
だ
け
運
転
頼
む
」で
、「
後
は
何
も

や
ら
な
く
て
い
い
か
ら
」で
し
た
。

　

私
も
そ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
ま
あ
い
い
か
と

軽
い
気
持
ち
で
入
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
言
え
ば
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
際
こ
こ
四
、
五
年
く
ら
い

前
ま
で
は
何
も
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
運
転

手
の
団
員
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
別
に
な

ん
と
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
ん
な
私
で
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
の
年
に

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
た
、
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
が
秋
田
県
で
開
催
さ

れ
た
時
で
す
。

　

全
国
か
ら
二
，
〇
〇
〇
人
以
上
の
女
性

団
員
が
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
、
「
や
っ
ぱ

り
全
国
規
模
と
な
れ
ば
人
い
る
な
あ
、
こ

の
人
た
ち
何
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
。
」
そ
ん

な
気
持
ち
で
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

先
進
地
の
活
動
事
例
発
表
、
火
災
予
防
啓

発
劇
を
見
た
と
き
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

特
に
、
火
災
予
防
啓
発
劇
は
本
物
の
劇
団

が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
完
成
度
の
高
さ

で
、
普
通
こ
こ
ま
で
や
る
か
あ
、
み
ん
な

仕
事
し
て
い
る
の
か
な
あ
と
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。

　

翌
年
の
岐
阜
大
会
の
時
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
全
国
各
地
の
女
性
団
員
の
活

動
を
見
て
、
女
性
団
員
は
火
を
消
す
こ
と

よ
り
も
、
火
災
を
出
さ
な
い
、
防
火
・
予

防
活
動
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
三
年
、
私
自
身
の
意
識
も
変

わ
り
、
ど
う
せ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
し
っ
か

り
と
し
た
志
を
持
と
う
と
思
い
、
団
員
の

　

今
年
四
月
誕
生
し
た
、
潟
上
市
消
防

団
女
性
部
の
初
代
リ
ー
ダ
ー
。

　

持
ち
前
の
明
る
さ
と
責
任
感
の
強
さ

か
ら
、
部
下
団
員
に
慕
わ
れ
て
い
る
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
や
規
律
訓
練
の
指

揮
者
を
、
自
ら
率
先
し
て
引
き
受
け
活

躍
、
今
後
は
幹
部
団
員
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。
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勧
誘
に
力
を
入
れ
、
団
幹
部
皆
様
に
ご
協

力
も
い
た
だ
き
、
今
で
は
女
性
団
員
も
二

〇
名
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
四
月
に
念
願
だ
っ
た
組
織

の
独
立
、
「
女
性
部
」
も
設
立
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
の
活
動
目
標
は
、
「
火
災
予
防
の

家
庭
訪
問
」
と
「
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
」

で
す
。
操
法
で
は
指
揮
者
を
や
る
こ
と
に

も
な
り
ま
し
た
。
八
月
の
秋
田
県
消
防
操

法
大
会
で
披
露
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

　

女
性
団
員
が
出
来
る
こ
と
、
私
た
ち
が

出
来
る
こ
と
、
発
見
・
実
行
す
る
旅
に
今

出
発
し
ま
す
。

　
　

「
私
に
で
き
る
こ
と
」

　

今
か
ら
十
年
以
上
前
、
私
は
高
校
を
卒

業
し
、
県
外
の
大
学
へ
と
進
学
し
ま
し

た
。

　

自
由
気
ま
ま
な
一
人
暮
ら
し
は
楽
し
い

も
の
で
し
た
が
、
い
ざ
地
元
を
離
れ
て
み

る
と
、
聞
き
慣
れ
た
方
言
、
食
べ
物
、
ご

近
所
と
の
つ
な
が
り
さ
え
も
懐
か
し
く
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の
あ
り
が
た
さ
に
気

付
き
、
卒
業
後
は
ま
た
秋
田
へ
と
戻
り
、

地
元
へ
恩
返
し
が
し
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
幸
運
に
も
、
卒

業
す
る
年
の
四
月
に
秋
田
市
で
初
の
女
性

消
防
団
が
発
足
す
る
こ
と
と
に
な
り
、
こ

れ
な
ら
地
域
の
た
め
に
何
か
出
来
る
か
も

し
れ
な
い
、
私
は
迷
わ
ず
入
団
を
決
め
ま

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
十
年
が
経
ち
、
操
法
大
会
の

全
国
大
会
へ
も
出
場
し
ま
し
た
。
応
急
手

当
の
指
導
員
の
資
格
も
取
得
し
、
救
命
講

習
会
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
間
に
、
結
婚
し
、
出
産
し
、
女

性
な
ら
で
は
の
課
題
に
も
ぶ
つ
か
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
は
現
在
二
一
名
の
団
員
が
い

る
秋
田
市
女
性
消
防
団
全
体
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

ま
ず
は
家
族
の
こ
と
が
優
先
、
自
分
の
こ

と
も
ま
ま
な
ら
な
い
日
常
の
中
、
消
防
団

活
動
の
時
間
を
作
る
こ
と
は
至
難
の
技
で

し
た
。
女
性
は
結
婚
や
出
産
、
介
護
な

ど
、
そ
の
時
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

わ
る
こ
と
が
多
く
、
勿
論
、
仕
事
を
持
っ

て
い
る
団
員
も
多
い
の
で
、
家
庭
の
事
情

や
仕
事
の
時
間
、
休
日
も
皆
バ
ラ
バ
ラ
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
ど

の
よ
う
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
っ
て
活

動
し
て
行
く
の
か
が
非
常
に
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
気
付
け
た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
小
さ
な
子
供
は
お
も
ち
ゃ
を
口
に
入

れ
た
り
、
突
然
熱
を
上
げ
た
り
、
見
て
い

て
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

そ
ん
な
お
母
さ
ん
た
ち
こ
そ
、
応
急
手

当
の
方
法
を
知
り
た
い
の
だ
と
、
自
分
が

母
親
に
な
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。
で
も
、

子
供
連
れ
で
の
外
出
は
、
ど
こ
へ
行
く
の

も
気
を
遣
い
、
子
供
の
ご
機
嫌
や
体
調
し

だ
い
で
予
定
が
変
わ
る
こ
と
は
日
常
茶
飯

事
で
、
消
防
署
な
ど
で
一
般
向
け
に
行
わ

れ
て
い
る
三
時
間
の
救
命
講
習
会
へ
の
参

加
が
難
し
い
と
す
れ
ば
、
子
供
連
れ
で
も

気
兼
ね
な
く
参
加
出
来
る
講
習
会
を
作
れ

ば
い
い
ん
だ
！
そ
う
思
っ
た
私
は
ま
ず
は

同
じ
く
子
育
て
中
の
友
達
に
声
を
か
け
、

子
供
連
れ
で
Ｏ
Ｋ
、
短
時
間
で
、
乳
幼
児

の
応
急
手
当
に
つ
い
て
特
化
し
た
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
み
ん
な
が

小
さ
な
子
供
を
持
つ
お
母
さ
ん
な
の
で
、

誰
か
が
騒
い
で
も
ぐ
ず
っ
て
も
お
互
い

様
、
実
技
の
時
に
は
交
代
で
子
供
達
の
相

手
を
す
る
な
ど
、
何
の
気
負
い
も
な
く
、

応
急
手
当
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

そ
の
講
習
会
を
き
っ
か
け
に
、
今
度
は

消
防
署
の
本
格
的
な
講
習
会
も
参
加
し
て

み
よ
う
か
な
、
家
族
や
友
達
に
も
勧
め
た

い
、
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
も
、

非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
た
ち
に
限
ら
ず
、
対
象
と
な

る
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
場
所
や
時

木
村　

綾
子

・
秋
田
市
消
防
団

　

団
員

・
勤
続
十
年

・
会
社
員

　

仕
事
、
家
事
、
子
育
て
、
消
防
団
と

四
役
こ
な
す
ス
ー
パ
ー
ウ
ー
マ
ン
。

　

女
性
目
線
の
き
め
細
や
か
な
対
応
と

母
親
目
線
の
優
し
さ
が
好
評
を
得
て
い

る
。

間
、
内
容
に
配
慮
出
来
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
救
命
講
習
会
の
よ
う
に
、
地
域
に
密

着
し
た
消
防
団
な
ら
で
は
の
活
動
の
有
効

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
家
は
主
人
が
自
衛
官
で
、

私
は
消
防
団
員
。
大
規
模
な
災
害
で
も
あ

れ
ば
、
夫
婦
揃
っ
て
飛
び
出
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
極

端
な
話
で
す
が
、
近
年
の
災
害
の
多
さ
も

重
な
り
、
子
供
に
は
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の

身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
、
生
き
抜
く
力

を
身
に
付
け
て
お
い
て
欲
し
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、

以
前
か
ら
団
の
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
幼
稚
園
や
保
育
園
で
の
防
災
講
話
に

も
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
子
供
達
に
は
防
災
講
話
、
お
家
の
方

に
は
救
命
講
習
会
と
、
一
つ
の
家
庭
に

様
々
な
形
で
関
わ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
全

体
の
防
災
力
の
底
上
げ
に
も
繋
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

「
私
に
で
き
る
こ
と
」
が
集
ま
れ
ば
、

そ
れ
が
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
変
わ

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
強
み
に
変
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
秋
田
市
女
性
消
防
団
は
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
！

佐
々
木
千
秋

・
由
利
本
荘
市
消
防
団

　

分
団
長

・
勤
続
三
〇
年

・
会
社
員
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「
あ
れ
か
ら
消
防
三
〇
年
」

　

今
年
の
出
初
式
で
永
年
勤
続
三
〇
年
の

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。勤
続
年
数
は
、

西
目
支
団
で
三
番
目
の
長
さ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。「
あ
れ
か
ら
三
〇
年
た
っ
た

の
か
」と
い
う
想
い
で
す
。

　

私
は
二
六
歳
で
消
防
団
に
入
り
ま
し

た
。
私
の
町
内
は
当
時
二
四
軒
で
し
た
の

で
、
殆
ど
の
若
者
は
、
親
の
世
代
の
引
退

に
伴
っ
て
消
防
団
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
私

も
父
が
消
防
団
Ｏ
Ｂ
で
し
た
の
で
「
い
つ

か
は
消
防
や
る
ん
だ
ろ
う
な
」
と
覚
悟
は

し
て
い
ま
し
た
。
私
が
消
防
団
に
入
る
前

の
こ
と
で
す
。
町
内
で
「
放
火
事
件
」
が

あ
り
ま
し
た
。
現
場
は
喫
茶
店
兼
雀
荘

で
、
私
の
自
宅
敷
地
内
で
し
た
。
土
地
を

貸
し
て
い
た
だ
け
な
の
で
我
が
家
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
一
一
月
か
一
二
月
頃
、
時

間
は
深
夜
〇
時
半
頃
で
し
た
。
「
火
事
だ

〜
！
千
秋
〜
隣
火
事
だ
〜
！
」
お
袋
の
叫

び
声
に
驚
い
て
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と

喫
茶
店
か
ら
出
る
黒
い
煙
と
地
元
消
防
団

の
放
水
が
見
え
ま
し
た
。
初
め
て
火
災
現

場
を
見
た
の
で
恐
ろ
し
い
想
い
を
し
ま
し

た
。
最
初
に
放
水
し
た
の
が
地
元
消
防
団

で
し
た
の
で
、
「
さ
す
が
消
防
団
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
後
日
談
で
す
が
、
実
は

小
型
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
ず
消

火
栓
か
ら
放
水
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
多

少
が
っ
か
り
し
ま
し
た
が
、
地
元
が
一
番

で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
入
団
当
時
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

は
実
際
に
放
水
す
る
こ
と
は
な
く
、
放
水

を
仮
定
し
た
操
法
で
し
た
。最
後
「
納
め
」

の
号
令
で
一
番
員
は
三
本
目
ホ
ー
ス
を
手

で
巻
い
て
戻
る
の
で
す
が
、
不
器
用
な
私

が
中
腰
で
行
う
も
の
で
す
か
ら
、
時
間
が

掛
か
っ
て
苦
痛
で
苦
痛
で
し
か
た
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。一
番
員
は
一
年
で
終
わ
り

ま
し
た
。二
年
目
は
二
番
員
で
し
た
。自
宅

で「
も
や
い
結
び
」の
練
習
を
よ
く
や
り
ま

し
た
。今
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が「
吸

管
の
納
め
」も
あ
り
ま
し
た
。

　

何
年
目
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最

初
に
三
番
員
を
や
っ
た
時
、
大
会
本
番
で

「
燃
料
コ
ッ
ク
オ
フ
事
件
」
が
あ
り
ま
し

た
。大
会
当
日
の
朝
、エ
ン
ジ
ン
の
調
子
確

認
し
て
、
自
分
達
の
出
番
の
前
に
も
エ
ン

ジ
ン
掛
け
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。い
ざ

本
番
で
は
一
発
で
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
り
、

真
空
も
問
題
な
く
練
習
よ
り
早
く
送
水
で

き
ま
し
た
。こ
れ
は
良
い
タ
イ
ム
が
出
る

と
思
っ
た
矢
先
、
エ
ン
ジ
ン
は
止
ま
り
ま

し
た
。セ
ル
を
何
回
ま
わ
し
て
も
エ
ン
ジ

ン
が
掛
か
ら
ず
、
紐
を
引
っ
張
り
手
動
で

や
っ
て
も
掛
か
ら
ず
、
目
は
点
に
な
り
頭

の
中
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。赤
旗

を
持
っ
た
人
が
近
づ
い
て
く
る
の
が
見
え

て
、「
あ
あ
ダ
メ
か
」と
思
っ
た
時
、燃
料
コ

ッ
ク
が
下
向
き
で
は
な
く
、
横
向
き
な
の

を
見
つ
け
ま
し
た
。「
あ
っ
こ
れ
だ
」
即
座

に
コ
ッ
ク
を
下
に
向
け
セ
ル
を
回
し
ま
し

た
。す
る
と
無
事
に
エ
ン
ジ
ン
が
再
始
動

し
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
何
と
か
的
を
倒
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。一
生
忘
れ
る
こ
と

の
無
い
事
件
で
す
。

　

翌
年
は
前
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
目
指
し
ま

し
た
。
中
々
上
位
に
食
い
込
め
な
い
の

で
、
あ
る
程
度
の
節
度
は
守
り
な
が
ら
、

せ
め
て
タ
イ
ム
だ
け
で
も
一
番
に
な
ろ
う

と
練
習
し
ま
し
た
。
大
会
本
番
は
練
習
以

上
の
出
来
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
順
番
が

進
む
に
つ
れ
、
周
り
か
ら
ザ
ワ
ザ
ワ
と

「
今
年
は
豊
栄
か
ら
や
ら
れ
た
な
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
「
ま
さ

か
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
団
員
が
測
る
タ

イ
ム
で
は
最
後
ま
で
私
た
ち
が
一
番
で
し

た
。
減
点
あ
る
か
ら
一
番
は
無
い
だ
ろ
う

と
言
い
な
が
ら
、
「
表
彰
式
は
誰
出

る
？
」
と
い
う
話
も
し
て
ま
し
た
。
結

果
、
色
々
減
点
あ
っ
た
よ
う
で
七
位
で
し

た
。
こ
の
当
時
が
若
さ
で
あ
り
情
熱
も
あ

り
可
能
性
が
一
番
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
私
達
は
平
均
年
齢
五
二
歳
で
、

西
目
支
団
で
最
も
高
齢
化
の
進
ん
だ
部
に

な
り
ま
し
た
。
由
利
本
荘
市
で
は
、
消
防

団
再
編
成
の
動
き
が
出
て
来
た
よ
う
で
す

が
、
五
ヶ
年
計
画
で
あ
り
、
完
了
す
る
頃

に
私
は
六
一
歳
に
な
り
ま
す
。
最
後
ま
で

現
職
で
い
る
の
か
、
思
い
切
っ
て
退
団
す

る
の
か
決
め
か
ね
て
お
り
ま
す
が
「
有
事

の
際
に
は
地
元
を
守
る
」
と
い
う
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
た
な
い
話
で
し
た
が
、
皆
様
ご
静
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

豊
富
な
消
防
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
団
員
の
士
気
高
揚
や
指
導
育
成
を

図
り
地
域
住
民
の
防
火
防
災
意
識
の
啓

発
に
も
努
め
て
い
る
。
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第 70 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

あ
き
た
病
院
で
の

　
 

研
修
を
終
え
て

　

第
七
〇
期
初
任
教
育
入
校
生
は
二
班
に

分
か
れ
、
六
月
二
七
日
と
二
八
日
の
二
日

間
、
由
利
本
荘
市
岩
城
の
「
あ
き
た
病

院
」
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
き
た
病
院
で
の
研
修
を
終
え
て
沢
山

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
行
く
前
ま
で
あ
ま
り
重
度
の
障

害
者
と
関
わ
っ
た
り
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
の
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
う
ま
く
と
れ
る
か
心
配
で
し

た
。し
か
し
、自
己
紹
介
や
患
者
の
人
た
ち

と
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
間
に
、
最
初
は
緊

張
し
て
い
る
の
か
素
顔
を
見
せ
て
く
れ
な

か
っ
た
人
が
、
自
ず
と
喜
怒
哀
楽
を
表
情

に
表
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、考

え
て
い
る
こ
と
も
理
解
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。そ
し
て
、今
ま
で
分
か
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
だ

け
で
、
心
や
思
考
は
自
分
達
と
変
わ
ら
な

い
の
だ
な
あ
と
い
う
こ
と
も
知
っ
た
。

　

言
葉
を
話
せ
な
い
人
と
の
対
話
で
は
、

身
振
り
手
振
り
で
、
ま
た
相
手
か
ら
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
努
力
も
し
な
い
と

い
け
な
い
と
分
か
っ
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、今
後
の
救
助
、

救
急
活
動
に
も
役
立
て
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
車
イ
ス
か
ら
ベ
ッ
ト
へ
の
移
動

と
い
っ
た
障
害
者
の
人
を
搬
送
す
る
方
法

や
、
障
害
に
合
っ
た
体
勢
の
配
慮
の
仕

方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な

ど
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
当
に
良
い
経
験
で
あ
っ
た
。

　

私
は
今
回
の
あ
き
た
病
院
で
の
実
習
で

は
、
南
三
病
棟
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

方
々
が
い
る
病
棟
に
実
習
に
行
っ
た
。
実

習
の
前
ま
で
は
病
名
す
ら
聞
い
た
こ
と
が

無
か
っ
た
が
、
説
明
を
聞
く
と
筋
内
が

徐
々
に
衰
え
て
い
く
病
気
で
、
人
に
よ
っ

て
個
人
差
が
大
き
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と

も
分
か
っ
た
。

　

私
が
担
当
し
た
方
は
、
車
イ
ス
に
乗
っ

て
い
る
時
に
は
呼
吸
器
が
必
要
な
い
方
だ

っ
た
。
車
イ
ス
で
は
頭
を
前
後
に
動
か
し

て
、
自
発
呼
吸
を
し
て
い
た
。
主
に
会
話

を
し
た
が
、
普
段
は
同
じ
筋
ジ
ス
病
棟
の

方
と
趣
味
の
話
や
社
会
情
勢
の
話
を
し
て

い
る
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ

施
設
も
あ
る
の
で
、
み
ん
な
で
歌
っ
た

り
、
外
出
で
き
る
時
は
、
ラ
イ
ブ
を
見
に

行
っ
た
り
な
ど
私
達
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

食
事
の
介
助
で
は
、
食
べ
物
を
口
に
運

ぶ
手
伝
い
を
し
た
が
、
食
べ
て
い
る
最
中

に
次
に
食
べ
る
物
を
準
備
す
る
と
焦
ら
せ

て
し
ま
う
の
で
、そ
こ
の
点
を
注
意
し
た
。

　

布
団
に
寝
か
せ
る
際
の
注
意
は
、
少
し

の
衝
撃
が
骨
折
な
ど
の
大
き
な
事
故
に
繋

が
る
の
で
、
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
患
者
一
人
一
人

に
よ
っ
て
、
楽
な
体
勢
が
違
う
の
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
楽
な

体
勢
に
し
て
あ
げ
る
の
が
重
要
だ
と
教
え

ら
れ
た
。

　

今
回
の
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
、

今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

あ
き
た
病
院
の
研
修
で
は
、
神
経
に
障

害
を
持
っ
て
い
る
人
と
触
れ
合
い
ま
し

た
。
最
初
に
散
歩
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
に
話
し
て
い
い
か
、
初
め
は
上
手

に
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
さ
な
話
題

か
ら
話
し
て
い
く
う
ち
に
、
自
然
と
会
話

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
散
歩
で
海
の

見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
、
海
を
み
た

時
に
、
患
者
さ
ん
が
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

自
分
も
こ
の
研
修
を
う
け
て
凄
く
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

 

車
イ
ス
に
乗
り
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の

気
持
ち
に
な
っ
て
み
る
と
、
早
く
押
さ
れ

る
と
怖
い
気
持
ち
に
な
り
、
不
安
を
抱
い

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
何
事
も
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ

て
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
昼
食
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

人
に
食
事
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
は
初
め
て

の
経
験
で
し
た
が
、食
べ
る
速
さ
、分
量
に

注
意
し
な
が
ら
や
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。患
者
さ
ん
は
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
と

楽
だ
な
あ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分

で
食
べ
な
い
と
食
べ
る
力
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
看
護
師
の
人
が
言
っ
て
い
た
の

で
、難
し
い
判
断
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、今
後
の

消
防
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

あ
き
た
病
院
で
の
施
設
実
習
は
、
南
二

病
棟
で
行
い
ま
し
た
。こ
の
病
棟
は
重
症

心
身
障
害
の
患
者
が
入
院
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
殆
ど
の
患
者
が
車
イ
ス
で
の
生
活

で
し
た
。始
め
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。重
症
心
身
障
害
の
患
者
と
接
す
る
こ

と
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は

ど
う
し
て
い
い
か
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
あ

き
た
病
院
の
職
員
さ
ん
は
皆
明
る
く
、
患

瀧
澤　

泰
彦

秋
田
市
消
防
本
部

貴
俵　

大
地

横
手
市
消
防
本
部

 

大
石　

海
斗

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

阿
部
紘
二
朗

鹿
角
広
域
消
防
本
部
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者
の
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
接
し

て
い
た
の
で
、
自
分
も
怖
が
っ
た
り
せ
ず

に
楽
し
く
出
来
ま
し
た
。職
員
さ
ん
は
常

に
笑
顔
で
、決
し
て
暗
い
表
情
は
せ
ず
、患

者
を
心
配
さ
せ
な
い
よ
う
な
行
動
に
と
て

も
感
心
し
ま
し
た
。出
場
し
た
時
に
は
重

症
心
身
障
害
の
患
者
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。そ
の
時
は
、今
日
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

食
事
の
介
助
見
学
で
は
、
患
者
一
人
一

人
の
体
質
に
合
わ
せ
て
形
態
を
変
え
、
カ

ロ
リ
ー
を
決
め
て
い
て
、
し
っ
か
り
栄
養

を
摂
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
で
食
事
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
患
者
に
は
、
で
き
る
だ
け
自
力
で

食
事
を
さ
せ
、
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
や

る
と
い
う
方
針
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

六
月
二
七
日
、
あ
き
た
病
院
で
研
修
が

あ
り
障
害
を
持
っ
た
方
々
と
直
接
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
病
棟

は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
患
っ
た
患
者

の
い
る
南
三
病
棟
だ
っ
た
。
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
は
筋
萎
縮
と
筋
力
低
下
が
進
行

し
て
い
く
遺
伝
性
筋
疾
患
の
た
め
、
接
し

方
を
間
違
え
る
と
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
負
わ
せ

て
し
ま
っ
た
り
、
一
歩
間
違
え
る
と
生
命

の
危
険
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
た

た
め
、
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
良
い
か
、

ま
た
、
障
害
を
持
っ
た
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
取
っ
た
ら
良
い
か
な

ど
、
と
て
も
不
安
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
病
棟
を
周
り
、
患
者
さ
ん
達

と
接
し
て
み
た
ら
意
外
と
お
話
好
き
な
方

が
多
く
、
普
通
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
た
。
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
感
情

表
現
や
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

が
、
一
般
の
人
に
比
べ
て
難
し
い
だ
け

で
、
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
し
た
自
分

の
考
え
、
意
思
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
介
助
の
方
法
等
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
は
勿
論
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

以
上
に
一
人
の
大
人
と
し
て
相
手
の
こ
と

を
尊
重
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
接
遇
を

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
障
害
を
持
っ
た
方
と
接

す
る
時
は
、
相
手
の
方
に
不
快
な
思
い
を

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
接
し
て
い
き

た
い
。

　

私
は
、
あ
き
た
病
院
で
の
研
修
で
南
一

病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
、
患
者
さ
ん
達

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
感

じ
た
こ
と
は
恐
怖
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
患
者
さ
ん
達
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
間
に
な
っ
た
。
喋

る
こ
と
の
で
き
な
い
患
者
さ
ん
と
は
目
で

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
た
り
、
顔
の
表

情
だ
け
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
と
研
修
先
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
教
わ
っ

た
。
い
ざ
実
戦
と
患
者
さ
ん
の
体
を
音
楽

に
合
わ
せ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
「
肩
か
ら
い
き
ま
す
ね
。
」
と

声
を
か
け
る
と
、
今
ま
で
無
反
応
だ
っ
た

患
者
さ
ん
が
少
し
笑
っ
た
。
次
に
肩
か
ら

足
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
移
っ
た
時
、
患
者
さ

ん
は
少
し
不
機
嫌
そ
う
な
顔
を
し
て
足
を

引
っ
込
め
た
。
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
受
け

た
く
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
次
に
腕
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
す
る
と
ま
た
笑
い
喜
ん
で
い
る

よ
う
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
言
葉
で
会
話
が
で
き
な
く

て
も
、
相
手
の
目
や
仕
草
か
ら
今
相
手
が

何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、
何
を
し
て
ほ
し

く
な
い
の
か
相
手
か
ら
自
分
に
、自
分
か
ら

相
手
に
伝
わ
る
も
の
な
ん
だ
と
感
じ
た
。

　

半
日
が
過
ぎ
、
自
分
の
中
の
恐
怖
心
は

消
え
て
い
た
。
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
多
く
の
人
の
命
を
救
い
た
い
と
感

じ
た
。

　

障
害
を
持
つ
人
と
の
交
流
と
介
助
見
学

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
病
院
の
会
議
室
で
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
病
院
の
概
要
や
障

害
に
関
す
る
こ
と
、
車
イ
ス
の
取
扱
い
要

領
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
一
病
棟
で
は
皆
さ
ん
に
自

己
紹
介
し
て
障
害
者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い

体
操
を
し
ま
し
た
。
言
葉
で
の
意
思
疎
通

が
困
難
だ
っ
た
の
で
、
少
し
戸
惑
い
ま
し

た
。
相
手
の
話
し
て
い
る
こ
と
も
聞
き
取

り
辛
く
感
じ
た
が
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
使
い
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
人
に
よ

っ
て
は
、
人
見
知
り
が
強
か
っ
た
り
、
攻

撃
的
だ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ

り
、
ど
の
人
に
も
同
じ
よ
う
に
接
し
て
は

い
け
な
い
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

広
場
で
の
ふ
れ
あ
い
の
後
は
、
食
事
の

介
助
体
験
を
し
ま
し
た
。
お
粥
を
は
じ
め

と
し
て
、
ペ
ー
ス
ト
状
の
お
か
ず
の
昼
食

で
し
た
。
私
が
担
当
し
た
方
は
、
自
分
で

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
方
だ
っ
た
の
で
、

少
し
手
伝
い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
つ
つ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。我
々
が
実
務
に
戻
る
と
、今
回

の
よ
う
な
介
助
を
す
る
機
会
は
な
い
が
、

傷
病
者
等
と
し
て
関
わ
り
合
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。有
事
で
は
、相
手
方
も
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
も
冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
今

回
の
体
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

大
川　

翔
平

北
秋
田
市
消
防
本
部

眞
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哲

由
利
本
荘
市
消
防
本
部

遠
藤　

竜
希

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部
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能
代
市
山
本
郡
消
防
競
技
大
会
は
、
七

月
十
日（
日
）に
消
防
団
員
の
消
防
技
術
の

向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動

の
充
実
・
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
能
代
港
下
浜
岸
壁
埠
頭
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
の
合
間
の
中
、
ご
来
賓

の
皆
様
方
ほ
か
多
数
の
方
か
ら
の
来
場
が

あ
り
、
各
市
町
の
大
会
で
上
位
の
成
績
を

収
め
た
分
団
か
ら
、
規
律
訓
練
の
部
六

隊
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
九
隊
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
一
九
隊
が
出
場
し
、
日
ご

ろ
鍛
え
た
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

注
目
さ
れ
る
分
団
の
訓
練
実
施
の
際
に

は
、
会
場
が
静
ま
り
か
え
り
、
一
点
集
中

と
い
っ
た
特
別
な
緊
張
感
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。

　

そ
の
卓
越

し
た
技
能
に

は
、
常
に
郡

市
大
会
上
位

入
賞
を
続
け

る
伝
統
の
強

さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会

場
に
は
団
員

能
代
市
山
本
郡
消
防
競
技

                   　

大
会
の
開
催

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成28年 平成27年 同期比較
７月 累計 累計７月 年計 ７月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

の
家
族
も
訪
れ
、
大
き
な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。そ
の
様
子
か
ら
、改
め
て
消
防

団
は
地
域
、
家
族
と
密
着
し
て
い
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
は
能
代

市
消
防
団
第
一
二
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
は
三
種
町
消
防
団
山
本
支
団
第
四
分
団

豊
岡
班
が
第
一
位
と
な
り
、
全
県
大
会
出

場
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
会
に
向

け
て
、
更
な
る
ご
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
〔
情
報
提
供
＝
能
代
市
山
本
郡
支
部
〕

第53回
秋田県消防操法大会開催のお知らせ

　秋田県と秋田県消防協会は、消防団員の消防技術
の向上や士気の高揚、消防活動の充実強化を図るた
め、秋田県消防操法大会を開催します。
　多くの方々の観戦をお待ちしております。

　開催月日　平成28年8月30日(火)　午前9時から
　開催場所　由利本荘市岩城
　　　　　　「秋田県消防学校　放水訓練場」
　競技種目　ポンプ車操法、軽可搬ポンプ操法、
　　　　　　小型ポンプ操法(競技順)

　 ※小型ポンプ操法の優勝団は、全国大会に出場
　 　します。(10月14日 長野市で開催)
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